
３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連
＜場の内容・ねらい＞　　　　　　　＜児童の意識＞　　　　＜指導・援助＞




【日常の活動】


＜登校時＞


・低学年の歩く速さに合わせたり、声をかけたりしながら気持よく登校することができる。





＜朝の会＞


「１日の目標づくり」


・お互いが気持ちよく生活できるように、仲間のことを考えて生活することを確認する。





＜給　食＞


・重い食器を運ぶ仲間に協力したり、こぼして困っている仲間に手を差し伸べたりしながら、みんなが楽しい給食の時間にする。





＜係活動＞


・仲間のことを考えて呼びかけたり、仲間の気持ちを考えて行動したりすることができる。





＜帰りの会＞


「かがやきみつけ」


・今日見付けた仲間の温かい言葉や行為について認め合う。





・お互いのことを大切にし、だれとでも支え合いながら温かさがあふれる学級にしていきたい。





・だれもが安心して気持ちよく生活ができる学級にするために、相手の立場に立って考え、行動できるようにする。





＜学級活動＞


「学級目標を考える」


・相手の立場を考えた言動が、自分たちの学級をよりよくすることをみんなで共通理解し、学級目標を考える。


　





・１日の振り返りの時間に、研修の中で感じた思いやりの気持ちを伝え合う場を設ける。


・学級生活の中で児童の具体的な言動を紹介し、仲間を気遣う気持ちを行動に移すことのすばらしさを実感できるようにする。





・困っている時には、だれに対しても親切にすることのよさを実感させる。


・日常活動の中でつかんでいる児童のよさを価値付ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





・福祉施設訪問での意識から、お年寄りの方の立場や気持ちを考えて行動することが相手を大切にすることになることを理解できるようにする。


・施設の方から「思いやり」について話を聞く。





・初めて会う人たちと、うまく交流できるかな。


・お年寄りの方から「ありがとう」とお礼を言われて、自分もうれしい気持ちになった。








＜総合的な学習の時間＞


「福祉施設との交流会」


・地域のお年寄りの方との交流を通して、相手の立場に立って行動することの大切さを実感することができる。





・思いやりのある行動は相手だけでなく、自分も気持ちがよくなるんだ。


・仲のよい友達だけではなく、だれに対しても親切にすることができるようになりたい。








・仲間のことを考えて進んで行動できるかな。


・自分が困っているときにみんなが声をかけてくれてうれしかった。今度は、自分が声をかけられるようになりたい。





＜宿泊研修＞


・仲間と共に行動する中で、仲間のよさを再認識する。


・相手の立場に立った言動が、だれにとっても気持ちよく活動することにつながることを実感することができる。





道徳の時間（９月）


「夏の日のこと」


内容項目２－(２)


・相手のことを考えて行動すると、お互いに気持ちがよくなることに気付き、だれに対しても思いやりに気持ちを持ち、進んで相手に親切にしようとする心情を育てる。












